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あらまし：先稿で提案した『古事記』学術支援データベースで、は，検索手段と情報閲覧を提供した しかし，操作上の手続き

が煩雑で、あった．また，内容把握も可視表現も難しし、『古事記』の系譜提示に問題を残していた．既存の紙媒体による様々

な系図表示手法は，媒体の限界から構成デー夕方三省略されるなどの欠点があった．コンピュータによる既存の系図システム

もこの欠点を克服していない．この問題を受けて，これまでに，シームレスな拡大・縮小表示によって高い視認性を可能に

するシステムのプロトタイプを構築した（MaSS閃DGeVl.00）.さらに神話に特有の系譜を直観的に理解できる図像化手法を

考察し，システムの改良をおこなった（MaSS悶DGeVl.10）.本研究では， MaSSRiDG巴 Vl.10を組み込むとともに，より少ない

手順で、アクセスで、きる操作性を有するプロトタイプを考察・実装した．

Summary: "KOJ!K!" knowledge assistant database system fur academic usage醐 sto help users retri即時 informationwr廿1

various ways. The final goal of our system is to show da匂 withflexible and inter百ctiveway, which users can change, what they 

can see. In the first st巴p,we made a prototype of display system fur genealogy named “Ma抑制ngAnd Simplifying System fur 

R巴tr！巴V巴加dDisplay GEnealogy Version 1.00”（MaSSRiDGe Vl.00). Und巴rstanding危milylines and figu巾ggenealogies are, 

however, d紐cultm’'K OJ/Kl" fur three reasons. First, genealogy with precise and complete data is like a m包 e.Second, 

m飢 Yeぉy-tosee genealogies have limited main names, lines and generations on a paper whatever large or small.η1ird, 

existing displaying system for genealogy do not show satisfactory solution on白日5日 twoprobl巴ms. MaSS悶DGeVl.00 

overcomes th巴se耐 eeproblems. And more, in mythology, th日 maintarget of making genealogy is fur gods and goddesses. 

There訂 e,however, m釦 yd齢 rences仕ommaking human genealogy. That is, only conjugal and its de吋vativedisplay is 

incompl巴tefur mythological genealogy. To ove陀 omingthis problem, we introduced new showing style飢 dapplied tooぽ

MaSSRiDGe Vl.10. In this paper, we introduce oぽ latestdatabase system with MaSSRiDG巴Vl.10. 廿1おsyst巴mcan access 

V飢 ousdata simpler way than our first system. 

キーワード：古事記，データベース，系図，神話， MaSSRiDGe

Keywords: KOJ!KJ, database, g日ne唖logy,mythology, MaSSRiDGe 

1.はじめに

『古事記』の学術研究を支援するシステムの構築が我々

のプロジェクトの目標である．人文科学者が古代・上代に

関する文献研究を行う際， 『日本書高Uをはじめとする諸史

料との対比が行われる．この際， 『日本書帝国などのような

編年体史料には，記事の指標となる年月日などを着地有、と

して既に索引などが出版され，普及度も高い．これに対し

『古事記』は年月日などの記事指標が存在しないため，索

引を作成する際，特に索引と本文情報の指標一前述の着

地点 との互換性が，索引作成者の判断に任されることが
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常で、あった．このため編年体史料の索引に比べ，『古事

記』の索引は普及度カE低し＼

上述の問題点ぬも，先稿では，『古事記』について上巻

を対象として，研究者が必要とする基本機能を競査し，史

料情報の中から，神話における神のデータとその付帯属

性を簡便に抽出するデータベースシステムのープロトタイ

プを提示した［l]（以下，文献［1］で示したシステムを「プロト

タイプAJと称する）．

本稿では，付帯属性の一つである系譜情報を表示する

システム（MaSSRiDGe）との連携を中心としてプロトタイプA

の各種改良を検討した（以下，これを「プロトタイプB」と称

する）．

2.プロトタイプAの検証

2.1基本機能

本データベースは，先行研究の成果に基づいて『古事

記』本文の内容に区切りを設定し，それぞれに見出しを付

したこの見出しの存在は，『古事記』の通説経験者が本文

の内容を個人レベルで経聯句に復元することを促すととも

に，データベースにおける語集索引の着地点として明確

に表示させることを可能とする．

プロトタイプAで、は，検索画面において語実検索を行い，

次の画面表示を選択できるようにした．

①検索語葉の存在する本文爾面を選択して表示させる．

②検索語葉である神の位置づけを系図で確認する．

③検索語裳に関わる『延喜式』神名帳のデータを表示す

る．

これらはそれぞれ別の画面で表示されるように実装を行

った．この場合，本文を閲覧した後，図像資料や関連資料

の画面へ閲覧先を変更する際は， 一旦検索結果の画面へ

戻り，次にどの画面へ移動するのかを指定して，再び目的

画面へ移動する必要があった．

これでは，システム内の移動作業が複雑で，かっ煩雑

な印象を与える可能性がある．そこで， プロトタイプBで、は，

検索語棄としての神名lが系図情報とリンクするかたちで画

面切り替えを行うように改良した（図1).

2.2系図表示

プロトタイプAで、は，大国主神をモデ、ルとして検索結果

に対する系図表示を想定した．具体的には，大国主神を

lプロトタイプは上巻を対象とする．『古事記」全体をみた場合に

は人名や氏族名も含む．

図1プロトタイプの概念図

中心に，系譜情報の叙述に従って関係を有する神を罫線

で結び， 一画面内に表示しうる範囲で図像化を試みた．一

画面内に表示しきれないものは，画面境界付近の系図罫

線の延長上に矢印を示し，矢印からそれにつながる続柄

を示す系図画面へとリンクする形を用いた．この方法は以

下のような問題を有している．

a.仮に中心となる神が非常に多くの神を繋る，あるいは

子として非常に多くの神を生んだことをあらわす場合な

どでは，一画面に収まらない．

b. 隣り合う系図画像を順次たどってゆく形で、実装を行った

場合，遠隔関係にある神同士の関係性が簡単には把握

できない．

本研究では，上言白点の問題を解決し，系図の詳細から

全体像まで簡便に認知できるシステムを開発し，プロトタイ

プBに実装した．以下，その詳細を論述する．

3.系図表示システム

3.1これまでの系図表示

従来の系図表示に問題が生じる原因の一つは，紙面の

大きさに依存することで、あったこれによって生じる問題点

は，大きく以下の3点が挙げられる．

Al.叙述が級密であった場合，数世代を表示することが

難しく，主要な人物のみが強調されやすい．

A2.系図全体を表示することが困難で， 主要な世代のみ

が強調されやすい．

A3. 狭い紙面へ無理に表示すると，関係を示す罫線が複

雑になる．

コンピュータと電子テキストと系図ソフトの登場は，紙面

の制約に依存する問題を解消したはずである．しかし，上

記の問題を解消し，効率良く表示する手法に関する議論

はまだ少ない．コンピュータ上での系図表示の問題点は，
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大きく以下の2点が挙げられる．

Bl. 従来の系図表示ソフトでは，多くの場合，系譜情報が

均一の大きさで表示される．そのために，複雑さが解

消されていない

82.情報の省略は無いが，そのために生じる複雑さを回

避するためにリンクを設定する場合があるこれは，書

籍の紙面サイズの制約をウィンドウサイズの制約に置

き換えたに過ぎない．

プロトタイプAにおいても，上記5点の問題を有していた．

更に，系譜に類似する情報を表示するシステムとして，

遺伝子情報を表示するシステムや化学式等を表示するシ

ステムなどがあるが，これらの多くは複雑長大な系図を表

示するために開発されたものではないため，系図表示に

適切とは言い難い．

3.2系図表示システムの構成要素

前節に掲げた5点の問題点を総合的に解消し，視認、性

の高い表示方法を実現するためには，拡大・縮小機能が

必要であると考え，そのシームレスな表示方法を検討し

た

前節Al.の人物省略表示と前節A2.の世代省略表示を

解決するには，拡大による詳細表示の出現が望ましし、こ

れにより，前節目．の問題も同時に解決する．また，前節

A3.で示した関係表示の煩雑化の問題に対しては，制約

のあるウインドウ表示範囲で広大なデータが全方位に，か

つ‘ンームレスに移動されることが望ましい．これによって，

前節目．の問題も同時に解決する．

このように拡大・縮小によって問題解決を行うためには，

情報が表示されたり表示が隠されたりする必要がある（以

下この操f情 「表示／非表示」と表現する）．情報の表示／

非表示を行うためには，系譜の構成要素に階層構造を持

たせ，情報を差別化する必要がある．

一方，シームレスな移動と拡大・縮小を行うと，操作の利

便性を向上させる半面，現在閲覧してしも系図中の位置を

見失いやすい．これを解決するためには，系図全体のどこ

を見ているのかを把握できることが求められる．

これらの要求を満たす類似のシステムとして， Google

Map など、の地図画像表示システムの存在が想起される．し

かし系図表示システムに関して同様のインターフェイス

は，これまで、管見のうちに見られなかった．

更に，プロトタイプに実装する際のデータ送受信を考慮

すると，テキストベースの情報が提供されることが望ましい

(3.3参照）．

そこで先稿において，テキストベースの系図表示システ

ムに地図画像表示システムのような操作感を取り入れる方

法を検討し2，その基本機能を実現するプロトタイプシステ

ム， MagniかingAnd SimpliかingSystem for h廿I巴，yeand 

Display GEnea!ogy Version 1.00，略称、「MaSS悶DGeYl.OOJ 

ならびにYl.10を構築した［2)[3].

3.3系図表示ンステム構築の基本概念

MaSSRiDGeの基本概念を既存の地図画像表示、ンステム

と比較しながら提示する．

地図画像表示には，主に以下の要素が用いられる．

(1）地図画像情報

(2）表示位置の緯度・経度情報

(3）縮尺情報

これらの情報は，情報表示の電子化が行われる以前か

ら用し、られてきたものである．これに対し，系図表示システ

ムが必要とする要素は，はじめから諸要素を構築すること

が求められる．

具体的には，（1）地図画像に相当する系図情報は，系

図作成者が，系譜史料から系固化する情報を抽出する必

要がある．既に紙媒体などの系図が存在する場合には，

それを参考に情報を抽出することも可能である．

次に，（2）表示位置に関して，世界地図では樹皐度が存

在する．このため，表示面積に対する全体像と各部分の位

置情報が容易に設定可能である．これに対して系図では，

系譜情報が文章で、あった場合，データ作成者が系図の全

体像を構想し，個々の名前や系譜関係、を示す罫線も含め

て，各部分の情報配置を座標系として決定する必要がある

システム構築に当たっては，図の始点と終点の位置，及び，

系図を表示するための面積は，全て新規に構築されること

になる

最後に，（3）縮尺について，地図画像表示システムは拡

大・縮小の単位を世界標準単位で、決定で、きるが，系図表示

システムにはそれが存在しない．このため，何らかの価値

基準に従った単位を仮に想定する必要がある．

以上の3要素に従って， MaSSRiDGeは， XMLで書かれ

た系譜のテキストデータを読み込んだ、上でこれを整形し，

全体と部分を網羅して一体化したような系図を表示する．

2地図画像表示システムのような操｛物惑を取り入れるという表現
は，本システムにおいてGoogleMap APIを利用するという意味
ではない.XMLに記述されたテキストベースの系譜情報を表示
する際，画像ファイルを用いずにGoogleMapのような操｛何惑を
得るためのAP！を独自に開発するということである．

-11-



これにより，ユーザは適宜，系図情報の表示／非表示をコ

ントロールしつつ，画面の拡大・縮ノJ、やシームレスな座標

移動が可能となる．

4.系譜の図像化

4.1神話における系図情報の選別

4.1.1神から発生するもの

「系図」「系譜」には，それぞれ，先祖からの系統や，物

事の由緒とし、った意味がある．

記紀神話は神話学における民族・民俗的要素を含みな

がらも， 7世紀後半から8世品調頭にかけて体系的にまとめ

られたものであり，しかも高度に政治的意図によって叙述

されていることは，学界において多数の支持するところと

いってよい［4][5][6]＿そこで，神々 の系譜が『古事記』成立

時に何を意図して作られたものかを考慮し，学界の多数派

意見に依拠して系図とすることとした．

プロトタイプBでは，史料特性を加味した系図表現を考

える際，神話叙述をたどった結果，天皇の叙述へとつなが

ることが示されるのが望ましし立考えた．

本文をたどり系図化を試みると，伊邪那岐神と伊邪那美

神が婚姻の後に大八島国を生んだとしたり，大気都比賓の

斬られた肢体から豆や穀物が生成したりというように，生み

出されるものが神以外のことがある．この場合，生み出され

るものに神格を認めるか否かは研究者の解釈により異な

る

これにより，系図において何を掲示すべきかという検討

が必要になる．先行の出版物によっては，本文中に記載さ

れたもの全てを系図に表現したものもある［7]_ 

大八島国の生成にみられる島々は，律令国家における

国土観念の表出であると考えられる［8J.また，大気都比責

から生じるものは五穀の「種jとしたと叙述されている．

以上を踏まえて本研究では，一般名詞や固有名調と同

様の呼称、で，必ずしも神格と判断する解釈が適当でないも

のについては，表示要素から除外した．

4.1.2神の親子関係

『古事記』上巻において，神の発生をあらわす用字は

「生」もしくは「成」である．これら用字法の厳密な使い分け

は不分明だが，共通して神の発生を示していると考えられ

る．

また，神の発生を示す飼主はないが，「吾子Jや「僕子」

などと表現して，物語上の神が特定の神の子であることが

認知できる場合がある．この事例も，全ての親子関係を系

固化する上で重要な情報である．

以上から本研究では，系図に表示する下位世代の神を

選別する条件として以下2つの条件を定めた．

(1）「成」または「生Jの字をもって誕生が表される．

(2）文脈上「子Jと認知でき得る．

『古事記』上巻では，神話の冒頭部分で「造化三神」や

「神世七代Jと称される神が「成れる神」として次々に登場

する．これらは「独神」や神世七代の男女対神として，連続

する系譜関係、を持たないが，その独神に子がある場合が

見られる．かっ，文脈上神々の連続性が『古事記』上巻の

世界観を形成していることも考慮、U旨ければならないので，

これらの独神も他の神と同様に扱う．

4.1.3単神から生じる神の分類

『古事記』上巻の神話において，神は一柱のみで下位

世代の発生を担うことがある．それには次の2つのパター

ンがある．

(1）「物賓」（ものざね）との接触より生まれる．

(2）神自身の形質変化から生まれる．

(1）の物賓とは，物のたね，すなわち生成のもとになるも

のをいう3.つまり物質は，新しい神の生成品、う意味にお

いて重要な役割を果たしている．従って，物賓を神格の無

い単なる物体として単純に区別することはできない．また，

(2）は，神の一部やその死体から新世代が誕生する場合

で，先述の大気都比賓のような事例をさす．

4.2 系図の表現と配置

4.2.1一般的方法論の踏襲

我々のシステムでは，『古事記』の情報を表現するため，

縦書きの日本文と同様，画面の右上を始点として，世代の

進行を下向きへ，同世代・配偶関係を左へ進行させる

系図の表現は基本的に，文化人類学で行われている方

法を踏襲して行う［9］.したがって，男性神と女性神の聞に

生じる神は，従来の人間の系図を表すルール（＝）が適用

可能である．

造化三神のような独神や神世七代の男女対神は，上述

の系図表現を行うことはできない．これらは始点と進行方

向に従って，叙述の登場順に，叙述構成の区別で上から

下へ，同じ叙述構成要素は右から左へ，それぞれ配置す

る．

3『岩波古語辞典』。
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4.2.2単神から生じる神

下位世代の神が物質を介して生じる場合，神と物質の関

係は樹因関係を示すものではない．しかし，神と下位世代

を単なる親子関係（｜）で結べば，婚姻関係の記述省略と

認識される可能性がある．

このような形式を系図で表示するための統一的ルール

は無い．そこで，単神から生じ，かつ，物質が介在すること

を直観的に理解できる表示方法が必要となる．また，単神

の部分から下位世代が生まれる場合（4.1.3節（2））も，同様

の問題を苧む．

そこで，本研究は，文化人類学で「性関係」に用しも記

号（一） [8］をアレンジして次のようなルールを考案した4（付

録4参照）．

(1）下位世代の神を発生させる単神から「一Jを引く．

(2) (1）の途中または終端に，親子関係の「 IJを号｜く．

(3) (2）の途中で太い横線「ーjを引く．

(4) (3）に下位世代の発生要因となる物質もしくは肢体の

名物などを書く．

さらに，（3）と（4）の行程で，発生要因が物賓の場合は，

親となる神の外部要因であることを示すために，親子線を

境界に親神の反対方向へ「ー」を引き，肢体の一部などで

ある場合には，親神の内部要因であることを示すために，

親子線を境界に親神側へ「ーjを号｜く．

これによって，下位世代が単神の一部等から生じるのか，

または物賓との接触から生まれるのかの違いを，直観的に

見せることができる

4.3情報の階層分類

地図画像表示システムでは，最小縮尺表示の場合と，

最大縮尺表示の場合，あるいはその中間的な縮尺表示に

おいて，表示される情報の大きさや詳細さが異なる．これ

は地図情報が階層構造を有していることによって実現され

ている．

そこで， MaSSRiDGeで、も，ユーザコントロールに基づく

表示／非表示を実現するために，『古事記』上巻の系譜情

報から形成する系図について，階層分類を構想した．

本研究では史料内容の解釈に基づいて，以下に述べる

①～⑥の判断基準に従って階層分化を行った（図2）.この

ような叙述解釈の手法は，『古事記』にとどまらず，他の史

料にも適用可能である．また，こうした解釈には多様性が

4これはあくまで性関係の「ーJを利用して，単身から神の発生
する要因を示すものである。したがって，記号としての性関係は
意図しない。

最下層

すべての表示

（さらに第一層・第二層）

図2 系図表示の概念

想定されるが， MaSS悶DGeシステムで、はXMLを基本とした

柔勅な改作が可能である．

(1）最上層

『古事記』は『日本書品己』と対比して用いられる頻度が高

い．このことを考慮すると，双方に共通する内容と，共通し

ない独自の内容が加味されて表示されることが，史料特性

を考える上でも望ましし、そして，前節（4.1.1）で述べたよう

に，記紀神話は高度に政治性を帯びた叙述性を認めるこ

とができる

記紀におけるこのような紙主意図を踏まえると，最も省略

された系図は，①記紀に共通していること，②神統譜が上

巻最後の神武天皇に最終的につながること，が求められ

る．

神話における， いわゆる天孫降臨詞章の後は，系譜的

に見ると，山神を代表する大山津見神や海神の代表であ

る大綿津見神の女を要って，神喬が続いている．これは記

紀共通の叙述である．そして，天皇が発生する以前に，

山・海を内包して，支配領域観念が系譜的に集約されると

し、う政治性を意図したものと解釈し（③），最上層の表示に

加えた．

(2）中間層

系図画面の拡大（寄りのイメージ）によって，最上層で非

表示とされた情報カ鴇々 に追加されなければならなし、が，

その結果，次第に『古事記』の情報と『日本書車Uの情報と

に髄艇が生じるようになる．本システムが『古事記』内の情

報検索を基本機能とする性格上，共通項以外の『日本書

品目との対比は， 二次的作業となる．そこで中間層以下は

『古事記』の内容に特化し，『日本書品Uとの整合性は捨象

した．
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また，非表示であった情報が急激に増加する見え方は，

かえって拡大・縮小と表示／非表示の特性（引き寄りのイメ

ージ）を阻害するものと考えた．そこで、，中間層はさらに細

分化し，第一層と第二層とを設定した．

中間層での内容は，『古事記』で独自な神話展関税背コ

れはじめる印象を意識し，第一層では，④検索結果に現

れる本文見出しの物語調章などにおける中，心的な個性を

表示することとした．枝陥回比責，大国主神，海幸彦・山幸

彦の調章における火照命，などがそれに当たる

第二層では，⑤第一層の個性に関わって神話の展開に

動きをもたらす個性を設定した．天の岩戸隠れの調章・天

孫持臨詞章における恩金神，大国主神の国造り詞章にお

ける少奈毘古車榊などがこれに当たる．

(3）最下層

最下層は，＠これまで表示されなかった残りの要素をす

べて表示する．この際，中間層と同様，急動ヱ情報の増加

が懸含、されるが，実用訴験の段階で仮にそのような印象を

与える場合には，最下層内をさらに細分化を行うことがで

きる．

4.4神名の別名表示

『古事記』上巻の神は複数の名を有することがある． また，

大国主神のように，それぞれの別名で別の神との婚姻関

係を持ったり，物語が展開したりする．さらに，系譜では

f火之夜番速男神」の名がはじめに示されるのに，物語で

は別名の「火之迦具土神jが専ら用しもれたりすることがあ

る．このため，読者やシステム利用者の理解のためには，

同ーの神格の名を別名とともに直観的に一致・理解させる

位姐みが必要となる．そこで、MaSSRiDGeでは， HTMLのツ

ールチップ機能を採用した（図3).

表示画面において複数の同一神格名が列挙されること

は，視覚的に煩捨注印象を与える．この弊害を回避するた

めに，従来であればリンクを多用することカマ子われた．

建 i i 

旦別名「建布都神」「豊布都神」｜

日ヨ

之
男
神

図3別名表示

MaSSRiDGeは，拡大・縮小と表示／非表示を視覚的に

可能とすることで，一枚のシートに大容量の情報を提示す

ることが最大の特徴である．リンクの多用はその特徴を損

なうものであり，ツールチップの利用は，本システムの開発

趣旨に十分有効な手段である．

以上述べてきたように，『古事記』上巻の系譜情報は現

実の人聞社会と異なる様相を呈する．本研究はプロトタイ

プBに， 4.1・4.2節の考察を踏まえたシステムを搭載してい

る．

5.おわりに

以上，『古事記』学術支援データベースについてプロト

タイプBの概要を提示した．

本稿においては，系図の問題に注目しその実装を試み

ることに特化して議論した．今後は，本稿の問題の更なる

進展を図るとともに，基本機能である検索について，神以

外の検索語集の拡充，あるし、は『延喜式』神名帳データに

関する議論などとも並行して，引き続き検討を加えてして

予定である．
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付 録

検索ワード（神名）を入力してください。

伊邪那岐命

検索したい内容を以下から選択してください。

①この神が登場する本文への「見出し」を検索表示
。この神の系譜を表示
0『延喜式神名帳』の検索結果
密罰

「検索Jボタンをクリックすると，ここに各種検索結果が表示されます。

付録1初期画面

検索ワード（神名）を入力してください。

伊翌日那岐命 ｜ 

桟索したい内容を以下から選択してくださし、。

＠この神が登場する本文への「見出し」を検索表示
。この押の系譜を表示
。『延喜式神名帳』の検索結果

匿罰

検索結果

【伊邪那岐命】が登場する本文への『見出し』 【伊邪那I岐命】の別名を紹介する『見出しj

• Il・IIT神代七代（男女対神）
• IV-1国土の固成
• IV-2イザナギ・イザナミの結婚
• IV-3大八島国の生成
• V-1神々 の笠成
• v-2火押の誕生
• V-3黄泉の国
• V-4模核と神々誕生
• V-5三貴手の分j台
• V-6スサノヲの沸泣

付録2検索結果画面
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検索ワーFC紳名｝を入力してください．

倹無しだい内容を以下車も選択してくださ弘、．

r‘ζの神力可置場害事本文への「見出しJを検摂表示
Fこの神田D耳鳴続表示

「臨書式縛名輔I;!c検離系

盤劃

【伊源調車峻命H長譜

野時夜rーナ1

検索結果
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